
 

 

  主    題  （２０１６～２０１７ ) 

・国際協会会長『ＯｕｒＦｕｔｕｒｅＢｅｇｉｎｓＴｏｄａｙ』 

       ＪＯＡＮ ＷＩＬＳＯＮ（Canada  ｶﾅﾀﾞ）   

・アジア地域会長『Ｒｅｓｐｅｃｔ Ｙ‘ｓ Ｍｏｖｅｍｅｎｔ』 

Ｔｕｎｇ Ｍｉｎｇ Ｈｓｉａｏ（台湾） 

・西日本区理事  『ワイズ魂で 更なるワイズの活性化を！』 

             「Energizing Y’sMen’s Clubs with The Y’s spirit!」 

   副題 「定例会の充実と活発な奉仕活動でメンバー倍増！」 

岩本 悟（熊本西ワイズメンズクラブ） 

・六甲部 部長 『楽しい交流と、やりがいのある奉仕活動で 

更なるクラブ活性化を図ろう 』   長井 慎吾（西宮クラブ） 

・西宮クラブ会長 『明るく、楽しく、チームワークで行動し、さらに活力ある 

クラブにしよう（胸に炎を燃やそう）』    万本 敬一 

２０１７年３月 西日本区強調ポイント“ ＪＷＦ ” 

ＪＷＦは皆様の厚意によって支えられています。個人やクラブの記念に合わせて献金をお願いします                        

森本榮三ＪＷＦ管理委員長（大阪高槻クラブ） 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

２０１７年３月            
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スポンサークラブ 

 大 阪 クラブ 

ＤＢＣ 

近江八幡クラブ 

広 島 クラブ 
 

クラブ主役員 

会  長 万本 敬一 

直前会長 浅野 純一 

書  記 浅野 純一 

書  記 河野 彰  

会  計 濱崎 進一 

会  計 足立  康幸 

監   事  西山 茂夫 

担当主事 三島 浩司 

六甲部長 長井 慎吾       

 六甲部書記  浜 浩一 

六甲部会計 山本 常雄 

部事務局長 馬場 一郎 

７０周年記念事業 

準備委員長  岡田佑一郎 

区事務局員 小野 勅紘 

2017年３月例会のご案内 

 

日時：2017年３月1０日（金）19時～21時 

場所：西宮YMCA 保育園3F 

ドライバー：濱崎ワイズ、丸山ワイズ 

1．開会点鐘  万本会長 

2．ワイズソング  一同 

3．聖書朗読  丸山ワイズ 

4．ゲスト・ビジター紹介 万本会長 

5．食前感謝   

6．会食・懇談 

7．ゲストスピーチ   

    関西学院大学商学部教授 福井 幸男 氏 

「ＭＬＢ（アメリカ大リーグ）におけるイノベーシの系譜」  

神戸ＹＭＣＡ三宮少年部リーダーＯＢ 

8．お誕生日のお祝い 

9．ワイズニュース  万本会長 

10．YMCA報告  三島主事 

１１．閉会点鐘         万本会長 

 

 

11．閉会点鐘  万本会長 

 

今 月 の 聖 句   

「ある人が強盗に襲われて、半殺しにされていました。 

そこへあるサマリア人が通り掛かり、宿屋の主人にデ  

ナリ二つを渡して言った。『介抱してあげてください。    

もっと費用が掛かったら、私が帰りに払います。』する    

とイエスは言われた。『あなたも行って同じようにしな    

さい』」  ルカによる福音書第１０章３０節、３５節、

３７節    （丸山 ワイズ 撰) 

 ２月 例会出席状況   在籍会員数 ２３名 

第１例会(２．１０金)   第２例会（２．２４金） 

メン   １８名       メン         １４名 

メネット  ４名       メネット    ０名 

    ゲスト・ビジター３名 （ＭＵ４名） 

合計 ２５名  出席率９５．７％  合計  １４名  

ファンド・ＢＦ     ２月     年度累計 

ニコニコファンド   ¥ ７，０００  ¥３３,３２５ 

ＢＦ＠３００     ¥ ５，４００  ¥２１,９００， 

東日本震災＠２００  ¥ ３，６００  ¥１４,６００ 

 

 

 

 

 

 ＨＨＨａａａｐｐｐｐｐｐｙｙｙ   ＢＢＢｉｉｉｒｒｒｔｔｔｈｈｈｄｄｄａａａｙｙｙ   ＴＴＴｏｏｏ   ＹＹＹｏｏｏｕｕｕ             ３月の お誕生日おめでとうございます 

１１日 万本 圭一 メン   ２４日 藤原 俊夫 ハズバント    ２６日 長井 慎吾 メン 
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               万本 敬一会長 

３月葉、卒業式や様々な行事又、決算月の企業も多く

何かと区切りのある節目の月である。おまけに日本だけ

の習慣であるホワイトデーもある。個人的には、３月１

１日（東日本大震災発生の日）が、私の誕生日であり、

毎年テレビであの時の様子を見ると、素直に誕生祝を喜

んでいられない気もするが、春が来て私自身の新しい年

の始まりを感じる。 

    ドライバー 長井ワイズ 三島ワイズ 

２月１０日（金）１９時より２１時まで、西宮ＹＭＣ

Ａ保育園３回ホールにて、２月例会を行いました。神戸

長田の地で、女性や子どもへの支援活動を行っている

NPO 法人女性と子ども支援センターウィメンズネッ

ト・こうべ、WACCA 担当の茂木美和子さんを２月の

ゲストスピーカーにお招きして、女性や子どもたちが抱

えている問題についてお話を伺いました。 

一人親家庭の７人に１人は中卒。また、DV被害などに

より心に傷を負っているなどといった状況の中、安定し

た「食べるものがない」「着るものがない」といった絶

対的貧困は少ないが、「電子レンジが壊れても買い換え

ることができない。」「子どもを塾や習い事に生かせる

ことができない。」などといった「貧困」状態の母親や

子どもがいる。そして、地域の中で孤立している母親や

子どもたち。このような母親や子どもたちの今を支え、

将来に夢と希望を持ってもらえるようにさまざまな活

動をしているということでした。その活動の一つ

「WACCA スクール」は、これまでに何らかの理由で

学ぶことをあきらめた女性が自立のためあらたに学習

に取り組むことをボランティアが支援する活動です。ま

た別の活動「WACCA 塾」は、一人親家庭の貧困など

により、塾に行けない子どもたちへの学習支援プログラ

ムで、学習だけでなく、BBQやクリスマスといった行

事も行うなど、子どもたちの心のケア取り組んでい

るということでした。いずれも母親・女性や子ども

たちにとって大切なプログラムですが、多くのボラ

ンティアに支えられながらも安定した「活動資金」

の確保が難しいというお話も伺いました。さまざま

なお話の中でも特に印象深かったのは、困難な状況

にある女性たちが、お互いにできることで支えあう

取り組みをおこなっていること。そして何より、お

互いに支えあい、安心していられる場所として「ウ

ィメンズハウス」獲得という夢を持ち続けていると

いうことでした。 

このような「活動」や「夢の実現」を支援できれば

という思いととともに、このような「活動」や「夢

の実現」が必要のない世の中をという思いが湧き上

がる貴重な機会をいただきました。 

ゲストスピーカーのお話の後、２月お誕生日のお祝

い、ワイズニュース、ＹＭＣＡニュースと続き、万

本会長の閉会点鐘にて会を閉じました。 

     ○六甲部長活動あれこれ記  

 長井 慎吾ワイズ 

２月４日～５日に、東山荘にて第二回東西日

本区交流会が開催されました。西宮クラブから

は小野ワイズと長井が参加しました。 

総勢３７０名の一大交流会でした。その中で、

前アジア太平洋ＹＭＣＡ同盟総主事の山田公

平ワイズ（宇都宮クラブ）から「ワイズとＹＭ

ＣＡ、今後への期待」と題する講演がありまし

た。的を得た内容であり、是非、六甲部内で広

めたいもので、特に連絡主事とメンバー主事に

は聞いて頂きたい内容でした。日本のワイズと

ＹＭＣＡの関係は、アジア太平洋地域では優れ

た関係となっている。しかしながら、現在の問

題点しては、「ワイズの支援にＹＭＣＡの関心

が薄い」「ＹＭＣＡにワイズが手伝うプログラ

ムが少ない」「相互のコミュニケーションが悪
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い」など指摘し、今後への工夫として「双方が何

を一緒にできるか話し合いや共に学ぶ研修を協

働で行う」「連絡主事の役割を重要視し、関係を

長く保つ工夫を行う」を提言されました。そして、

２０２２年のワイズ１００周年までにパートナ

ーシップ強化が世界中で行われるようにまず日

本からそのモデルを作る。 

具体的には、東西日本区で総主事やワイズ理事で

構成する特別委員会を年２回開催し、山田ワイズ

自身もキーパーソンとして加わるとのことでし

た。この話を聞いていて、西宮クラブの２月例会

で実施したシングルマザーの支援団体の活動勉

強会は、まさに協働できるＹＭＣＡのプログラム

開発の一端であると思い、我々は先取りした活動

を実施していると自信を得た次第です。 

  ＹＭＣＡニュース 
西宮ＹＭＣＡ 三島浩司ワイズ 

３月、西宮つとがわＹＭＣＡ保育園から１５名の子ど

もたちが巣立っていきます。この季節になるといつも思

い出す言葉があります。「神さまはどこにでもいるから

大丈夫！」以前、ＹＭＣＡ保育園を巣立っていった一人

の男の子の言葉です。この男の子のご家族は、卒園と同

時に仕事の関係で海外転勤、引越しが決まっていました。

海外への転勤、引越しを不安に思い、口にしていたお母

さんに向かって男の子がこの言葉を発したのです。実は

この男の子も引越しを不安に思って保育者に相談した

のですが、「どこにいても神様が守ってくれるから大丈

夫！」との保育者の言葉で男の子は安心し、お母さんに

もこのような言葉を発したのでした。ＹＭＣＡ保育園で

神様と出会い、共に歩んできた中でこの男の子の内にま

かれた種が、保育者の一言をきっかけに素敵な芽を出し

たのです。 

この春巣立っていく子どもたちの中にも、一人ひとりに

あった種がまかれていることを信じ、素敵な芽吹きを祈

りたいと思います。 

１．新三宮会館竣工 

２０１５年秋より工事を行ってきた新三

宮会館ですが、２月２８日には施工業者：

大林組からの引き渡し式が終了しました。

いよいよ新しい会館での新たなチャレン

ジが始まります。しばらくは移転等でご不

便をおかけするかと思いますが、これまで

の会館同様、新しい会館もよろしくお願い

いたします。 

５月８日、神戸ＹＭＣＡ１３１周年記念礼

拝。５月１３日、オープンハウス DAY（仮

称）を予定いたしておりますのでぜひお立

ち寄りください。詳細は改めてお知らせさ

せていただきます。 

２．あかしこども広場スタート 

神戸ＹＭＣＡでは、明石市より委託を受け、明

石駅前再開発ビル（パピオスあかし）５階にあ

る「あかしこども広場」の管理･運営を行うこと

になりました。１月２７日には「一時預かり事

業（一時保育）」先行オープンし、子ども達の

笑い声と泣き声が入り混じる中で保育者が奮闘

しています。４月１日にはコープこうべと協働

で明石市ファミリーサポートセンターの運営も

スターとします。更に４月２０日には大型遊具

を使って親子で楽しめる親子交流スペースや、

キッチン、工作の貸室。音楽スタジオやダンス

スタジオも備えた中高生世代交流広場もオープ

ンします。明石市の子育て支援の核としてのこ

の施設から、全市の子どもたちだけでなく、さ

まざまな年代の人々のいのちが光り輝くような

働きができればと願っています。お近くにお越

しの際は、ぜひお立ち寄りください。 

３．西宮ＹＭＣＡ 春のファミリープログラム 

西宮クラブのご支援もいただき、前回の六甲山

ＹＭＣＡでの開催に続き、今年度２回目となる
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西宮ＹＭＣＡファミリープログラムが行われます。

ぜひご参加ください。 

日時：２０１７年３月１９日（日） ※雨天中止 

集合解散：阪急西宮北口駅南側芸術文化センター前 

8:45 集合 16:00 解散 御影クラッセ前 広場 8:45 集

合 16:00 解散  西宮ＹＭＣＡ 9:00 集合 15:30 解散 

内容：食材集めゲーム、野外料理（カレーライス）、

たき火、キャンプソング、コーヒータイム、

おやつタイム（サモア） ほか 

対象：家族（父と子、母と子での参加も可。お子様

のみの参加はご遠慮ください。）※地域一

般の方、どなたでもご参加いただけます。 

定員：30 家族（100 名まで）【最少催行人数】15 名 

参加費：大人（中学生以上）1,500 円 子ども 1,000 

円 幼児以下無料 

リーダー会便り 

西宮ＹＭＣＡリーダー会 中島明音さん 

まだまだ空気が冷たい季節ですが、梅の花が咲いてい

るのを見つけました。春も、もう目の前まで来ています

ね。2月例会の報告をさせていただきます。 

 キッズは来月のキャンプに向けて、西宮ＹＭＣＡで名

札、バンダナ、大きな旗を作りました。みんなそれぞれ

思い描いている絵や文字を書いて、素敵なものが完成し

ました。また、キャンプファイヤーもしました。火の妖

精が登場し、子どもたちと一緒に大きな声で歌ったり、

体を動かしたりして遊びました。 

 ジュニアは秘密基地作りと、その秘密基地に立てる旗

を作りました。各グループで一つのものを作り上げるの

に苦労しつつも、個性豊かに素敵な旗と秘密基地を作っ

ていました。また、全体プログラムではグループでの協

力を図るゲームだけでなく、グループの垣根を超えて参

加できるゲームを行い、最初は戸惑いながらも楽しんで

くれていたと思います。 

 シニアは、ユースプラザ神戸ＥＡＳＴにて、運動会を

行いました。グループの皆と協力したり、頭を使ったり

しなければ勝つことのできない種目が多くある中、子ど

もたちは話し合いながら１位を目指して取り組んで

いました。また、グループ同士の仲も深めることが

できたと思います。次回のファイナルキャンプでは、

年度の集大成としてふさわしい２日間を過ごせるよ

う、プログラムを練っていきます。 

そして、２日間、子ども達と笑顔いっぱい楽しい時

間が過ごせることをとても楽しみにしています。 

 

 
万本 敬一会長 

① 3月11日(土)  総主事との懇談会  於：神

戸ＹＭＣＡ 万本会長、石井次期会長が参加 

② 次期会長･主査研修会 

 3 月 18 日(土)～19 日(日) 新大阪コロナホテル   

石井次期会長が出席 万本国際交流次期主査は欠席 

③ 16-17 年西日本区大会の登録  3 月 31 日 第

一次締め切り個人で登録メン、メネット 

20,000円 

④ ４月例会について ドライバー 山口政紀メン、

馬場貴英メン 4 月 14 日(金) 午後 7 時より  

ＹＭＣＡ職員歓送迎会 

⑤ ５月例会について  ドライバー  浅野メン、

濱メン 5月12日(金) 午後7時より 

  スピーカー 加藤利明氏(神戸･トルコ友好協会

代表 相楽園館長)｢神戸とトルコとの交流｣  

｢相楽園の話｣ 

⑥ ６月例会及び第二例会の日程   ドライバー  

小野メン、河野メン 

⑦ 6月9日(金)～11日(日)は西日本区大会 

  例会は6月16日(金)、第2例会は6月23日(金)  

なお、6月30日(金)神戸ＹＭＣＡ会員総会が予定さ

れている 

編集後記 ブリテン委員長 廣瀬 一雄  

今月はなんとか第一例会にあと３日で発行できま

した。３月１１日の揚がれ希望の凧、の案内が宝塚

から未だ届いていません。どうしたのかな？ 

ＤＢＣ広島クラブのメネットさんが２５日神戸女学

院の見学に来西されます。ヴォーリス建築の関西学

院もついでにいかが？とお勧めしましたが・・。 
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